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長

一
日
輸云
も

ま

合
併
十
周
年
な
ら

び
に
、
体
育
館
な
ど

の
落
成
記
念
行
事
を

去
る
一
月
十
六
日
と

十
七
日
の
二
日
間
行

い
ま
し
た
。

ま
ず
、
一
月
十
六

日
は
、
午
前
九
時
半

か
ら
新
装
な
っ
た
体

育
館
に
ら
い
ひ
ん
ほ

か
、
約
五
百
人
の
参

列
者
の
出
席
を
得
て

琴
の
演
奏
で
首
相
止
を
あ

け
長
浜
町
体
育
館
、

上
水
道
改
良
事
業
、

青
島
小
学
校
、
火
葬

場
、
今
坊
隣
保
館
老
人
ホ
l
ム
の
増
築

落
成
記
念
式
祝
典
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

と
の
あ
と
、
引
を
継
い
て
、
長
浜
町

~';t 'IJ'I.-‘な華麗躍!i(毎月1回強行)(-) 

、浜

町

合
併
十
周
年
記
念
祝
典
式
が
行
な
わ
れ

長
浜
町
自
治
功
労
者
の
表
彰
を
行
な
い

ま
し
た
。

被
表
彰
者
は
つ

F
の
通
り
で
す
。

門
前
理
事
者
一
日

末
永
芳
朗
(
前
町
長
)

往
回
卯
一
(
前
助
役
)

門
高
額
寄
付
者
凶

沖
永
荘
兵
衛
、
中
野
松
夫
、
日
分
回

宝
生
、
赤
穂
治
、
村
上
二
郎

西
国
窯
、
沖
江
菊
二
郎
、
木
谷
清
美

伊
予
銀
行
、
広
島
銀
行
、
愛
媛
相
互
銀

「灯

門
特
別
功
労
者
〕

小
野
季
広
、
亀
田
四
郎
、
藤
井
辰
生

清
水
勘
四
郎
、
戎
敏
夫
、
熊
野
熊
雄
、

西
村
正
直
、
鎌
田
定
子

門
合
併
以
来
勤
続
の
町
議
会
議
員
〕

二
目
亀
久
雄
、
後
藤
熊
市
、
津
田
利
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出生 19
婚姻 7 

産
評
価
委
員
)
、
増
田
晴
茂
(
選
挙
管

理
委
員
)
畑
山
鶴
夫
(
選
挙
管
理
委
員
)

12月の人口動態
男 8.14 4 
女 8.82 9 
計 16.9 7 3 
世帯数 4.0 8 0 
f末日現在)
死亡日
離婚 。
〔
合
併
以
来
勤
続
の
区
長
〕

中
村
権
六
、
村
松
忠
街
、
菅
野
理
太

郎
、
小
松
高
数
、
岸
本
喜
平
、
大
野
雅

幸
、
田
中
守
夫
、
藤
淵
沢
馬
、
山
本
政

雄
、
福
村
禅
教

〔
氷
年
勤
続
合
一
+
E
年
以
上
)
職
員
凶

大
野
豊
、
一
丸
山
米
三
郎
、
池
田
又
一

白
A

こ
の
後
、
知
事
代
理
、
そ
の
他
、
ら

い
ひ
ん
の
祝
辞
が
あ
っ
て
、
厳
粛
に
し

か
も
、
祝
意
が
満
ち
あ
ふ
れ
る
中
に
午

前
十
一
時
半
、
式
典
の
幕
を
閉
じ
ま
し

た。
ま
た
、
長
浜
小
、
」
中
学
校
児
童
生
徒

の
鼓
笛
隊
と
、
旗
行
列
が
あ
り
、
旧
町

内
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

一
方
、
自
動
車
に
よ
る
仮
装
行
列
も

行
な
わ
れ
、
町
内
全
域
に
わ
た
っ
て
、

パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
ア
ト
ラ
ク
ジ
ョ
ン
と
し

て
、
午
後
一
時
半
か
ら
は
、
お
笑
い
三

人
組
で
お
な
じ
み
の
、
お
た
ま
ち
ゃ
ん

(
檎
ト

ν
エ
)
を
招
い
て
の

vv
ヨ
ー
が
催
さ
れ
ま
し
た

何
ん
と
、
「
お
だ
ま
ち
ゃ

ん
」
フ
ァ
ン
が
、
ど
っ
と
つ

め
か
け
、
押
す
な
つ
く
な
の

盛
況
ぶ
り
。
新
装
の
体
育
館

は
一
干
五
百
人
で
、
京
、
つ
し

h
ソ。
お
た
ま
ち
ゃ
ん
は
、
相
変

ら
ず
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り

で
、
チ
ャ
ー
ム
を
ふ
り
ま
き

ま
し
た
。

場
内
か
ら
は
、
カ
メ
ラ
マ

ン
の
フ
ラ
ツ

ν
ユ
の
波

こ
の
V
ヨ
ー
は
、
約
一
時

間
で
終
り
ま
し
た
。

広
、
本
国
重
太
郎
、
小
西
豊
己
、

東

豊門
合
併
以
来
勤
続
の
各
種
行
政
委
員
〕

井
関
忠
夫
(
監
査
委
員
)
、

亀
井
幸
(
農
業
委
員
)
、
三
秋
山
佼
雄

(
農
業
委
員
)
、
柴
中
重
亀
(
固
定
資

写
真
右
は
、
人
気
を
集
め
た
楠
ト
ジ
エ

ν
ヨ
l

電

「
火
曜
日
の
夜
の
お
笑
い
コ
一
人
組
の

番
組
で
、
ま
た
、
お
自
に
か
λ
り
ま
し

ょ
う
。
」
と
、
あ
い
さ
つ
を
し
て
、
松

山
に
向
い
、
松
山
飛
行
場
か
ら
、
空
の

使
で
、
東
京
に
向
っ
た
の
で
し
た
。

午
後
二
時
か
ら
、
神
田
伯
山
一
行
の

浪
曲
、
万
才
、
そ
れ
に
、
講
談
が
(
午

後
九
時
ま
で
)
上
演
さ
れ
て
、
芳
一
日

の
記
念
行
事
を
終
え
ま
し
た
。

芳
二
日
目
(
十
七
日
)
は
、
午
後
一

時
か
ら
、
体
育
館
で
、

N
H
K
の
ど
自

慢
し
ろ
う
と
演
芸
会
中
予
大
会
が
、
ひ

ら
か
れ
た
あ
と
、
町
民
演
芸
大
会
が
ひ

ら
か
れ
、
中
で
も
、
長
浜
町
婦
人
会
の

「
オ
リ
シ
ビ
ッ
ク
東
京
大
会
」
は
、
観

衆
の
注
目
を
あ
び
、
場
内
か
ら
大
拍
手

が
わ
ぎ
、
再
び
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ム
ー

ド
を
よ
み
が
え
ら
し
て
花
を
咲
か
せ
午

後
九
時
に
、
記
念
行
事
の
総
べ
て
の
幕

を
お
ろ
し
た
の
で
し
た
。

最
後
に
、
町
民
の
み
な
さ
ま
の
、
絶

大
な
る
ご
協
力
で
、
記
念
行
事
が
す
べ

て
ス
ム
ー
ズ
に
終
る
こ
と
が
で
含
ま
し

た。
今
後
、
こ
の
記
念
式
典
を
期
に
、
さ

ら
に
、
長
浜
町
発
展
の
た
め
、
ご
協
力

〈
だ
さ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん

あ
た
た
か
い
家
庭

韓一組問

合
併
十
関
周
年
記
念
行
事

長
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
先

般
、
「
あ
た
だ
か
い
家
庭
を
つ
く
る
運

写真説明

上=かわし、い児童の旗行列(体育館前で)

中=自治功労者の表彰

下=琴の演奏で幕あけ

者
審

動
」
の
一
つ
と
し
て
、
標
語
を
、
町
内

の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
し
た
と
こ
ろ

立
派
な
標
語
が
、
一
二
百
八
十
五
点
集
ま

り
ま
し
た
。

容
査
の
結
果
、

一
等
入
選
標
語
は
、

「
お
仕
事
も
、
遊
び
も
一
家
総
参
加
」

(
大
字
長
浜
西
村
正
直
)

二
生
す
に
は
、

「
家
中
が
、
な
ん
で
も
話
せ
る

よ
い
家
庭
」

(
大
字
豊
茂
久
保
宮
田
刀
)

「
話
し
あ
い
、
何
を
す
る
に
も

家
ぐ
る
み
」

(
大
字
長
浜
西
村
正
直
)

三
等
に
は
、

「
土
包
三
芳
に
、
父
母
の
笑
顔
の
陽
は
そ

そ
ぐ
」
(
大
字
長
浜
船
津
せ
つ
子
)

「
あ
や
ま
ち
も
、
気
軽
に
持
ち
出
す
家

上=歌手も顔まけ…一。のど自慢大会(体育館で〕

下=見えた、見えた、日本の選手が一 o (オリジ
ピック東京大会のν-:/ 長浜婦人会〕

写真説明

しいたけ通信

一
、
種
菌
の
購
入
と
植

込
み
に
つ
い
て

す
で
に
予
約
の
種
菌
は

長
浜
町
森
林
組
合
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
植
込
み

は
、
二
月
下
旬
頃
か
ら
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

二
、
種
菌
の
取
り
扱
い

上
の
注
意

①
直
射
日
光
に
あ
て

な

い

こ

と

。

②

乾

燥

さ
せ
な
い
よ
う
注
意
す
る

こ
と
。

族
会
」
(
大
字
白
滝
窪
増
見
)

「
一
寸
待
て
、
他
人
の
子
と
て
見
の
が

さ
ず
」
(
大
字
櫛
生
沖
野
要
)
に

ぎ
ま
り
ま
し
た
。

な
お
佳
作
に
は
、
「
明
る
い
家
庭
に

良
い
子
が
育
つ
」
(
大
字
長
浜
手
島

由
紀
子
)

0

「ボ

i
ル
な
げ
親
子
の
選

手
せ
ま
い
庭
」
(
大
{
子
豊
茂
久
保
千

穂
〉
。
「
伸
び
る
子
に
伸
ば
せ
家
庭
の

や
さ
し
い
手
」
(
大
字
長
浜
池
内
定

男
)
。
「
よ
く
話
し
よ
く
み
つ
め
よ
う

子
供
等
を
」
(
大
字
柴
清
水
勝
美
)

「
忘
れ
ず
に
、
祝
っ
て
や
ろ
う
子
供
の

日
」
(
大
字
白
滝
窪
増
見
)

「
茶
の
間
か
ら
い
つ
も
笑
い
が
飛
ん
で

出
る
」
(
長
浜
中
学
川
井
み
ゆ
を
)

「
よ
い
子
、
よ
い
親
、
よ
い
家
庭
」

(
大
字
一
長
浜
井
内
キ
ヨ
カ
)

0

「
話
し

合
う
茶
の
間
で
育
つ
よ
い
子
供
」
(
大

字
柴
土
居
ミ
ツ
子
)
。
「
家
族
会

議
で
明
る
い
家
庭
」
(
長
浜
中
学
校

小
西
和
美
)
。
「
家
族
会
議
で
明
る
い

家
庭
」
(
長
浜
小
学
校
小
玉
千
昌
)

に
ぎ
ま
り
ま
し
た
。

③
摂
氏
十
五
度
以
上
の
場
所
に
お

か
な
い
こ
と
。
ま
た
、
た
え
ず
、
新
鮮

な
空
気
の
流
通
し
て
い
る
場
所
へ
お
く

こ
と
。三
、
伏
せ
込
み
場
所
の
選
定

通
風
ゃ
、
水
は
け
が
よ
く
、
木
の
葉

を
通
し
て
光
が
二

1
三
割
位
、
も
れ
て

く
る
と
こ
ろ
で
、
し
か
も
、
南
ま
た
は

東
南
に
面
し
た
傾
斜
地
が
理
想
的
な
場
'

所
で
す
。
(
六
乾
四
湿
)

伏
せ
込
み
の
型
は
、
よ
ろ
い
伏
せ
が

よ
い
よ
う
で
す
。

四
、
捕
え
込
み
し
た
原
木
は
、
品
種

別
に
伏
せ
込
み
ま
し
ょ
う
。

五
、
な
お
、
技
術
的
な
こ
と
で
、
わ
日

導
を
受
け
た
い
方
は
、
産
業
課
ま
た
は

森
林
組
合
へ
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

物 件 寄 付 者 日 的

音響ステレオ資金) 豊茂菊地ミナ子 大和第二中学校

橋立費防火水一槽部新設 橋立上部落代表東富貴雄 喜多灘消防団工事の

円相当のもの 紙本徳之助 青島小学校

円相当のもの 青島婦人会 '/ 

相当のもの 木村小十郎 " 
読采7園度芸組合長(旧) 櫛築生資金中学佼温室建
辺仁之助

一一引豆一
、J



~豆町3空玄~~τ 事れ吋ノ〆判明何日イ ι ん問、定府関市町照明町宮雪型有明湾宗務~

第 97号

山
に
は
、
新
し
い
道
路
が
開
通
し
、
的
根
性
が
、
旺
盛
で
割
り
負
け
を
く
う
幼
児
は
、
き
ぎ
と
し
て
保
育
園
で
遊
〆

川
港
湾
は
整
備
さ
れ
、
新
し
い
建
物
が
、
な
と
い
う
こ
と
ば
が
よ
く
聞
か
れ
ま
し
び
、
身
よ
り
の
な
い
老
人
は
、
養
老
院
九

V

つ

ぎ

つ

よ

ぜ

で

き

て

ゆ

き

ま

す

。

こ

れ

は

た

。

で

、

余

生

を

楽

し

む

こ

と

が

で

き

、

町

・

一

小
た
だ
当
町
に
限
っ
た
現
象
で
は
あ
り
ま
こ
う
し
た
空
気
の
中
で
の
初
代
町
長
の
装
い
は
年
毎
に
近
代
化
さ
れ
て
ゆ
く
…

…
せ
ん
が
、
そ
の
陰
に
、
一
つ
一
つ
に
注
選
挙
が
行
な
わ
れ
、
町
長
は
、
農
村
か
こ
の
歩
み
の
中
に
あ
っ
て
、
陰
に
陽
に
〕

…a
が
れ
る
当
事
者
の
ご
努
力
に
対
し
感
謝
ら
出
さ
ね
ば
と
い
う
声
も
相
当
強
い
も
町
発
展
の
為
に
力
を
ロ
守
さ
れ
た
故
西
岡
山

V

し
つ
つ
、
他
の
方
向
に
眼
を
転
じ
る
こ
の
で
し
た
が
、
長
浜
町
長
の
末
永
氏
が
県
議
の
功
績
を
、
わ
れ
わ
れ
は
忘
れ
る
~

♂
と
に
い
た
し
ま
す
。
当
選
さ
れ
、
新
町
議
に
は
、
各
地
区
一
こ
と
は
で
き
な
い
惜
し
み
て
も
、
な
お
…

，
.
過
ぎ
て
み
れ
ば
早
流
の
斗
士
策
士
が
選
ば
れ
、
新
長
浜
町
余
り
あ
る
、
ご
早
せ
い
で
し
た
。

V

昭
和
三
十
八
年
度
長
浜
町
建
設
…
ウ
に
い
も
の
、
十
年
前
の
の
歩
み
が
開
始
さ
れ
た
の
で
し
た
。
こ
う
し
て
、
合
併
後
三
期
目
町
長
と
山

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
~
み
こ
と
、
長
浜
町
周
辺
専
門
的
な
内
容
は
知
る
由
も
な
い
で
し
て
、
現
西
田
町
長
を
君
、
代
々
見

マ
昭
和
三
十
八
年
度
長
浜
町
国
民
「
田
県
六
か
町
村
が
合
併
し
す
け
れ
ど
も
、
も
と
も
と
、
財
産
は
、
浜
町
は
若
か
く
て
偉
い
町
長
の
で
る
と
一

健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
…

F
H片
て
、
大
長
浜
町
が
生
各
地
区
に
残
し
、
赤
字
の
み
を
持
ち
ょ
こ
ろ
と
い
う
そ
の
こ
と
ば
の
中
の
人
で
…

定
。
(
予
算
に
対
し
て
、
収
入
支
出
土
二
を
男
れ
ま
し
た
o

っ
た
新
町
で
あ
っ
た
の
で
、
赤
字
を
解
号
、
愛
郷
の
熱
意
す
ぐ
れ
た
識
見
、
山

に
一
百
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
)
~
み
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
消
す
る
こ
と
が
士
の
政
策
で
し
た
。
手
腕
は
、
心
あ
る
町
民
の
ひ
と
し
く
克

V

昭
和
=
干
八
年
度
白
滝
直
言

v

歩
宮
の
異
存
は
お
そ
ら
く
「
地
財
法
の
適
用
を
受
け
て
い
る
の
で
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
の
町
発
展
~

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
o

u

i

，
!
な
か
っ
た
よ
う
で
、
ゃ
れ
な
い
。
」
「
な
い
そ
で
は
振
ら
れ
を
か
た
く
信
ず
る
も
の
で
す
。

(
四
十
一
万
円
の
赤
字
と
な
り
、
前
~
の
保
へ
き
ち
部
落
の
人
た
な
い
o

」
と
、
陳
情
を
ほ
う
り
去
ら
れ
山
高
き
が
故
に
噂
か
ら
ず
策
施
さ
れ
山

年
度
か
ら
の
赤
字
繰
越
が
二
旦
一
一
十
万
…
年
ち
の
中
に
は
、
「
役
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
て
そ
の
価
値
を
君
。

日

日

目

斗

、

合

計

一

百

七

十

一

万

円

~

十

久

町

村

三

口

注

目

訪

日

目

H
h
t訪日
正

却

す
昭
和
三
十
八
年
度
青
島
診
療
所
~
町
「
中
心
地
の
旧
長
浜
と
し
て
の
芳
一
入
者
で
あ
っ
て
、
重
せ
て
、
防
波
堤
兼
遊
園
地
と
す
る
な
ど
日

特
別
会
計
歳
入
(
歳
出
決
算
の
認
定
。
…
浜
町
の
み
が
発
展
し
て
西
走
苦
し
い
財
政
を
切
り
回
し
て
、
?
と
は
き
ま
せ
ん
が
、
山
高
け
れ
ば
高
…

(
二
十
五
万
円
の
赤
字
。
そ
の
土
、
~
三
え
い
な
か
は
、
ま
す
ま
日
の
長
浜
町
の
基
礎
を
築
い
て
く
だ
さ
い
な
り
、
波
荒
け
れ
ば
荒
い
な
り
、
町
~

前
年
度
か
ら
の
繰
越
赤
字
四
十
二
万
円
…

.
E
I

す
さ
び
れ
て
く
る
」
っ
た
。
一
歩
村
を
出
れ
ば
他
町
村
で
あ
は
町
な
り
に
施
す
方
法
は
あ
る
も
の
と
一

を
加
え
る
と
、
合
計
六
十
七
万
円
の
赤
…
と
か
、
「
長
浜
町
は
、
大
き
な
赤
字
る
と
い
う
距
離
か
ら
、
同
じ
町
民
で
あ
信
じ
ま
す
。
}

字

。

)

ベ

を

抱

え

て

い

る

o

」
な
ど
と
不
安
の
こ
る
と
い
う
親
し
さ
に
変
り
、
合
併
前
に
国
お
よ
び
、
県
の
施
策
か
ら
は
、
見
(

V

昭
和
三
十
八
年
度
長
浜
町
上
水
川
と
ば
を
漏
ら
し
て
い
た
人
も
あ
り
ま
し
抱
い
て
い
た
不
安
も
ど
こ
え
や
ら
、
有

Tdれ
ん
と
す
る
よ
う
に
も
き
き
ま
す
}

道
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
。
い
た
が
、
と
に
か
く
、
合
併
は
実
現
し

1

線
放
送
を
通
じ
、
居
な
が
ら
に
し
て
話
ド
一
昨
日
ム
ロ
叫
刊
日
一

(
一
百
十
四
万
円
の
赤
字
。
)
一
し
た
。
今
と
な
っ
て
考
え
て
み
る
と
が
で
き
、
役
場
が
遠
い
な
ど
の
不
便
も
変
り
な
く
と
も
、
発
展
一
途
に
前
進
ま
…

V

昭
和
三
十
八
年
度
長
浜
町
上
水
…
お
か
し
い
感
じ
が
し
ま
す
が
、
当
時
は
感
じ
ず
、
合
併
し
て
よ
か
っ
た
と
い
う
た
前
進
、
そ
う
し
て
豊
か
な
町
に
し
て
イ

道
施
設
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
川
か
ら
の
中
に
と
じ
こ
も
っ
た
、
「
サ
ヂ
明
る
い
感
じ
が
、
町
民
の
心
に
で
ぎ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
を
切
に
望
む
も
の
~

定

。

(

前

年

度

に

引

を

続

い

て

継

続

事

一

-

エ

」

の

心

理

と

で

も

い

う

よ

う

な

部

落

き

ま

し

た

。

で

す

o

(

大
字
豊
茂
)
-
…

業
で
行
っ
た
も
の
で
、
三
一
千
五
百
万
円
の
赤
字
が
あ
っ
た
の
で
、
決
算
で
は
、

し
て
お
り
、
六
千
円
の
黒
字
。
)
こ
の
限
り
で
は
な
い
が
、
一
般
会
計
は

の

起

債

。

)

)

百

十

七

万

円

の

赤

字

と

な

っ

た

。

)

以
上
の
全
会
計
を
合
計
す
る
と
、
健
全
財
政
を
維
持
し
て
い
る
o

v
昭
和
三
十
八
年
度
青
島
航
路
特

V

昭
和
三
十
八
年
度
長
浜
町
公
読

収
入
、
一
二
億
九
千
二
百
八
万
二
一
千
九
百
今
後
に
お
い
て
も
、
収
入
の
増
を
図

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
。
質
庫
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
¥

(
一
百
十
一
万
円
の
黒
字
だ
が
、
青
島
(
公
益
質
宮
、
年
々
利
用
者
が
減
少
計
一
ノ
計
九
千
二
十
六
万
七
百
二
十
れ
」
問
日
間
村
仁
川
討
月

九
を
引
き
継
い
だ
と
き
に
、
二
百
万
円
三

t

i

-

-

一

円

。

努

力

を

払

い

た

い

。

ら

い

教

育

委

員

会

へ

申

し

出

て

く

だ

さ

一

一

一

差

引

、

一

百

八

十

二

万

三

千

二

百

七

十

一

一

、

九

・

四

連

絡

瀬

戸

内

線

の

件

は

し

今

一

一

-
i
へ

nJfノ一
五
円
の
翠
年
度
繰
越
決
算
と
な
り
ま
し
先
般
、
末
、
氷
県
議
と
共
に
、
知
事
、
副

一
一
、
病
弱
、
発
育
不
全
、

Z
E…

¥
l
J
J
0
0
ル

亡

一

た

。

知

事

、

出

納

長

、

土

木

部

長

、

道

路

部

む

を

得

な

い

理

由

で

、

就

学

困

難

な

豊

一

~

Z

E

E

-

士

合
問
就
学
義
務
を
猶
予
ま
た
は
、
免
一
一
コ
」
一
一
一
一
尚
一
一
一
町
民
の
皆
さ
ん
方
の
ご
支
援
と
、
ご
長
な
ど
に
強
く
陳
情
し
た
。

一

2
J
5
b
一
一
一
一
日
一
一
一
べ
ん
た
つ
に
よ
り
、
町
民
の
方
々
の
、
そ
の
結
果
、
明
る
い
見
通
し
が
つ
い

除
し
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
ず
か
ら
一
H
~
3
一
瓜
2

Z
一
一
正
一

早
く
教
育
委
員
会
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
一
…
制
官
豆
一
一
一
一
由
一
一
福
利
を
念
願
し
て
、
一
か
年
間
努
力
し
た
o

昭
和
四
十
年
度
か
ら
一
部
分
着
工

一

特

許

J
£

一

日

占

「

一

た

数

字

的

結

果

で

す

。

Zる
よ
う
努
力
し
た
い
。

三
、
経
済
的
な
理
由
で
、
就
学
困
難
一
位
向
机
盟
関
」
つ

3
4
コ

一

一

括

匂

て

ヰ

ペ

/
L
f
L

一

亡

一

と

に

か

く

努

力

が

必

要

で

、

県

、

国

な
場
合
は
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
一
家
、
正
一
一

/μ
い
L
可
、

一

2
=
/
i
-件
K

一

へ

は

、

関

係

議

員

の

方

に

お

願

い

し

て

く
て
も
、
教
科
書
代
は
、
全
額
、
関
空
一
が
胃

k

t

負

担

し

、

学

用

品

な

ど

も

、

補

助

さ

れ

一

五

時

ら

一

町

長

の

行

政

報

告

最

善

の

努

力

を

払

っ

て

一

日

も

早

く

、

士

戸

.
M
mジ
}

一

こ

の

大

事

業

に

着

手

し

て

ゆ

く

方

向

を

る

制

度

が

あ

り

ま

す

。

て

3
3
5
多
4
1
J
i
o

一一

q

L

J

宗

'

〓

何

日

間

一

た

ど

っ

て

ゆ

を

た

い

。

四
、
盲
、
ろ
う
児
、
肢
体
不

1
由
」
一

F
Y
H事
官

邸

一

て

昭

和

三

十

九

年

度

の

町

財

政

の

三

、

上

水

道

工

事

だ

が

、

現

在

、

ほ

と

精
神
薄
弱
児
な
ど
の

E
足

早

一

一

も

P
M「
13一見
通
し
に
つ
い
て
、
上
水
道
工
事
、
町
ん
ど
の
工
事
案
っ
た
。

校
、
ろ
け
学
校
、
養
護
学
校
な
ど
が
あ
一
一
雨

U
単
調
日

1
4

一
体
育
館
工
事
、
小
学
校
体
育
館
工
事
、
た
こ
あ
し
配
線
が
あ
り
、
水
圧
の
問

一

一

帯

時

翠

H
A
一
そ
の
他
種
々
の
事
業
を
し
た
が
、
こ
と
題
が
お
き
て
い
る
の
で
、
改
良
工
事
を

五
、
経
済
的
な
理
事
、
肉
体
的
な
一
一
語
ワ
地

4

一
し
が
最
終
年
度
に
あ
た
っ
て
い
る
た
め
行

50

間

百

円

削

れ

れ

引

レ

ヨ

一

一

緩

慢

一

町

の

財

政

は

苦

し

か

っ

た

。

ま

た

、

水

道

利

用

全

戸

に

対

し

て

水

早
く
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
一
一

t
i
l
i
-
-
i
I
l
l
i
-
-
l
i
l
l
i
t
-
-

一
会
計
の
見
通
し
は
、
特
別
会
計
は
、
道
計
量
機
を
と
り
つ
け
る
。

同一一晶

融
会
計
決
算
額
な
ど
認
定

昭
和
三
十
九
年
お
さ
め
の
町
議
会

昭
和
三
十
九
年
度
芳
沼
田
長
浜
町
議

会
定
例
会
は
、
去
る
十
二
月
二
十
一
日

午
前
十
時
か
ら
会
議
室
で
開
か
れ
ま
し

た。
こ
の
定
例
会
に
は
、
二
十
件
の
議
案

が
上
程
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
原

案
の
通
り
可
決
さ
れ
、
午
後
二
時
半
閉

会
し
ま
し
た
。

こ
の
町
議
会
で
決
ま
っ
た
主
な
事
項

は
、
つ
ぎ
の
通
り
で
す
o

b

v
一
般
会
計
補
正
予
算
。

ミ

歳

入

の

部

で

は

E
町
税
、
一
百
万
円
。
県
支
出
金
、
一

本
一
百
万
円
。
寄
付
金
、
四
百
万
円
。
町
債

U
一
一
百
万
円
な
ど
で
、
八
千
四
百
十
四
万

五
一
円
の
歳
入
。

拘
一
歳
出
の
部
は
、

一
て
農
林
水
産
費
、
一
百
万
円
。

E
一
①
緊
急
飼
料
作
物
増
産
事
業
補
助
、
②

前
一
し
い
た
け
生
産
振
興
補
助
、
③
猪
の
尾

一
林
道
工
事
費
追
加
な
ど
。

鞍
一
二
、
土
木
費
、
五
十
万
円
。
①
町
道

き
一
加
屋
沖
線
道
路
改
良
費
な
ど
。

ez一
三
、
教
育
費
、
四
百
万
円
。
①
ユ
ニ

護
主
ツ
ト
、
キ
ツ
チ
ジ
カ
1

一
式
。
①
体
育

A

一
館
備
品
購
入
費
な
ど
。

四
、
災
害
復
旧
費
、
一
百
万
円
。

の
常
水
水
路
復
旧
費
。
①
今
坊
農
道
復

旧
費
。
①
仮
屋
農
道
復
旧
費
ほ
か
。

な
ど
を
補
正
し
、
総
額
、
八
千
四
百

す、(毎月1m..

十
四
万
円
。
今
回
の
補
正
で
、
一
二
億
四

千
一
百
三
十
一
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

V

町
章
条
例
。

長
浜
町
を
象
徴
す
る
「
町
章
」
を
定

め
た
条
例
で
す
。
(
こ
の
程
き
ま
っ
た

町
章
は
、
「
広
報
な
が
は
ま
」
赤
九
十

五
号
で
発
表
し
ま
し
た
o
)

V

昭
和
三
十
八
年
度
長
浜
町
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
。

(
予
算
額
、
一
億
八
千
二
百
十
四
万

五
千
四
十
六
円
。
収
入
額
は
、
一
億
八

千
一
百
三
十
五
万
七
千
一
百
五
十
八
円

で
、
予
算
に
対
し
、
収
入
額
が
、
九
十

九
、
四
Mm
。

支
出
額
は
、
一
億
七
千
六
百
二
十
七

万
二
千
八
百
八
十
円
の
予
算
に
対
し
、

九
十
六
、
七
Mm
で
、
収
入
支
出
を
差
引

く
と
、
五
百
余
万
円
の
黒
字
決
算
と
な

り
ま
し
た
。

前
年
度
と
比
べ
る
と
、
収
入
で
約
二

十
Mm
の
び
、
支
出
で
二
十
一
%
の
、
の

び
で
す
。

税
収
入
は
、
予
算
に
対
し
て
、
一
百

九
郊
の
好
成
績
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町
民
の
み
な
さ
ま

の
ど
協
力
の
た
ま
も
の
で
す
。

支
出
は
、
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
、

有
効
適
切
な
予
算
執
行
を
し
ま
し
た
の

で
五
百
万
円
の
節
約
が
で
き
ま
し
た
)

新
入
学
問
地
童
壱
も
つ

日
一
こ
と
し
、
四
月
に
小
学
校
へ
入
学
す

却
一
る
こ
ど
も
(
昭
和
三
十
三
年
四
月
二
日

月
一
か
ら
、
昭
和
三
十
四
年
四
月
一
日
ま
で

則
一
に
生
れ
た
方
)
の
い
る
家
庭
で
は
、
学

紘
一
用
品
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
の
準
備
を
さ
れ

和
一
た
り
、
ま
た
、
こ
ど
も
に
対
し
て
も
、

昭
一
心
構
え
な
ど
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
指
導

一
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

)
一
当
町
の
教
育
委
員
会
で
は
、
四
月
一

に
一
日
ま
で
に
、
こ
れ
ら
の
ご
家
庭
に
対
し

一
こ
ど
も
の
入
学
期
日
と
、
入
学
す
る
学

一
校
を
通
知
し
ま
す
が
、
保
護
者
は
、
つ

ご
家
庭
ヘ

ぎ
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
昭
和
三
十
九
年
十
二
月
二
日
以

後
に
住
所
を
変
更
し
た
家
庭
は
、
す
ぐ

新
し
い
住
所
の
教
育
委
員
会
へ
届
け
で

て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
、
入
学
通
知
の
基
礎
に
な
る

学
齢
簿
が
十
二
月
一
日
現
在
の
住
民
票

を
基
礎
と
し
て
つ
く
ら
れ
る
か
ら
で
、

届
け
出
が
な
い
場
合
に
は
、
事
務
上
の

手
落
ち
か
ら
、
通
知
も
れ
に
な
る
と
と

も
、
絶
対
に
な
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
か

ら
、
「
変
だ
な
?
」
と
恩
わ
れ
ま
し
た

撃

議

会

十
二
月
四
日

議
員
全
員
協
議
会
を
開
催
。

体
育
館
落
成
十
周
年
記
念
行
事
な
ど

協
議
。十
二
月
十
五
日

体
育
館
建
設
特
別
委
員
会
を
開
催
し

体
育
館
引
取
の
件
に
つ
い
て
審
議
。

短

信

告
知
根

wv
有
続
放
送
用
電
柱

敷
地
に
つ
い
て
お
願
い

当
町
有
線
放
送
電
話
の
運
営
改
善
の

た
め
、
先
般
、
大
和
中
継
所
を
本
部
に

統
合
い
た
し
ま
し
た
が
、
本
年
は
、
豊

茂
中
継
所
を
櫛
生
中
継
所
に
統
合
す
る

こ
と
に
な
り
、
近
く
着
工
す
る
予
定
で

豊
茂
中
継
所
か
ら
、
木
村
、
池
の
成
、

中
峯
、
藤
白
、
の
各
地
区
を
通
っ
て
、

櫛
生
中
継
所
聞
に
新
た
に
、
電
話
線
を

架
設
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
電
柱
敷
地
は
、
現
地
測
量
の

上
、
関
係
地
主
の
方
へ
、
お
願
い
に
、

係
員
を
参
上
さ
せ
ま
ず
か
ら
、
よ
ろ
し

く
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ

5
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

マ
香
典
返
し
を
寄
付

大
字
長
浜
、
十
四
区
、
清
水
徳
雄
氏

は
、
先
般
な
く
な
ら
れ
た
、
母
、
セ
ツ

ヨ
氏
の
香
典
返
し
の
か
わ
り
に
五
万
円

を
、
「
長
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
事

業
資
金
に
充
当
し
て
ほ
し
い
。
」
と
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
さ
れ
ま
し

た。wv
賞

金

を

寄

付

大
字
長
浜
三
十
三
区
の
船
津
せ
つ
子

さ
ん
は
、
先
般
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

が
募
集
し
た
「
明
る
い
家
庭
を
つ
く
る

運
動
」
の
標
語
に
一
二
席
に
入
選
。

そ
し
て
、
賞
金
は
、
(
一
二
百
円
)
と

の
程
、
「
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業

に
充
当
し
て
ほ
し
い
。
」
と
、
町
社
会

福
祉
協
議
会
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

マ

融

資

制

度

が

な
く
な
り
ま
す

果
樹
農
業
振
興
特
別
措
置
法
の
、
果

4

樹
園
経
営
計
画
承
認
の
有
効
期
限
が
本

年
限
り
で
な
く
な
り
ま
す
。

現
在
、
計
闘
を
話
し
合
い
中
(
一
か

所
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
ま
と
ま
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
)
の
方
は
、
早
急
に
産

業
課
へ
申
じ
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

す
恐
ろ
し
い
不
良
食
肉

_. 
喝司に

最
近
、
食
肉
の
消
費
が
ふ
え
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、
衛
生
上
危
害

発
生
の
恐
れ
が
あ
る
食
肉
が
で
ま
わ
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
消
費
者
自

身
の
自
覚
で
、
未
然
に
防
止
い
た
し
ま

し
ょ
う
。

な
お
、
衛
生
上
危
害
発
生
の
恐
れ
の

あ
る
食
肉
は
、

て
不
良
食
肉
は
、
責
任
の
所
在
を

明
ら
か
に
し
な
い
方
法
で
売
ら
れ
ま
す

そ
の
た
め
、
検
査
を
受
け
て
い
ま
せ

ん
か
ら
、
中
毒
な
ど
の
恐
し
い
病
気
に

か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

二
、
不
良
食
肉
は
、
一
見
価
格
が
安

い
よ

5
で
、
割
高
い
も
の
に
な
り
ま
す

三
一
、
密
殺
肉
や
、
へ
い
死
獣
の
肉
な

ど
、
検
査
を
受
け
な
い
不
良
食
肉
は
、

こ
れ
を
取
り
扱
っ
た
も
の
は
も
ち
ろ
ん

買
っ
た
者
も
処
罰
さ
れ
ま
す
。

四
、
食
肉
の
行
商
は
、
許
可
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

食
肉
は
、
必
ず
正
規
の
許
可
を
受
け

た
庖
で
買
い
ま
し
ょ
う
。

。
昭
和
四
十
年
、
商
暦
一
九
六
五
年
と
、
一
日
一
回
の
大
根
お
ろ
し
は
、
か
一

明
治
こ
の
か
た
百
年
。
戦
後
二
十
年
。
か
き
な
い
よ
う
に
。

そ
し
て
、
長
浜
町
合
併
十
周
年
。
ま
た
、
寒
い
と
ぎ
は
、
ピ
タ
ミ
シ

B

毎
年
の
と
と
で
す
が
、
こ
と
し
こ
そ
の
消
費
が
た
か
ま
り
ま
す
。
こ
れ
を
補

は
と
心
に
よ
り
を
か
け
る
月
で
す
。
う
の
に
は
、
豆
類
が
い
ち
ば
ん
で
す
0

0

み
な
さ
ん
、
こ
と
し
は
、
ど
ん
な
と
〈
に
落
花
生
は
す
ぐ
れ
て
い
ま
す
。

計
画
を
お
た
て
に
な

P
K
1
m引
開
旧
制
M
M
J

一
日
十
つ
ぶ
ぐ
ら
い

り

ま

し

た

か

?

~

h

u

J

川

平

で

よ

い

と

い

う

こ

と

¥
4帝
刊
七

F
ヨ
問
=
主
a
.忌哩

家
計
簿
を
つ
け
て

4f官L」
町
詣
信
算
割
亙
E

で
す
。

い

な

か

っ

た

か

た

は

申

。

「

広

報

な

が

は

ま

こ
と
し
こ
そ
ぜ
ひ
記
帳
し
ま
し
ょ
う
。
」
も
、
ま
す
ま
す
研
究
し
て
、
内
容
を

そ
し
て
、
家
計
簿
を
も
と
に
し
て
健
康
充
実
し
、
広
報
紙
の
役
割
を
果
し
て
ゆ

な
生
活
設
計
を
考
え
ま
し
ょ

5
。

き

た

い

と

存

じ

ま

す
0

0

ビ
タ
ミ
ン

C
が
不
足
す
る
月
で
す
よ
ろ
し
く
、
ご
協
力
、
ご
支
援
を
お

こ
れ
が
不
足
す
る
と
カ
ゼ
を
ひ
き
や
す
願
い
致
し
ま
す
。

く
な
り
ま
す
か
ら
一
日
一
個
の
ミ
カ
ジ


